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老人医療制度

～こんなときは市役所へ申請をしましょう～

☆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

老
人
医
療
受
給
者
証
、
保
険
証
、

認
め
印

☆
長
期
入
院
の
場
合

　

入
院
が
90
日
を
超
え
る
場
合
は
、

さ
ら
に
負
担
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
お
近
く
の
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

２　

高
額
医
療
費
の
払
い
戻
し

　

同
じ
月
内
に
、
次
の
表
１
に
あ
る

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

て
支
払
っ
た
と
き
は
、
申
請
し
認
め

ら
れ
る
と
後
か
ら
高
額
医
療
費
と
し

て
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
近
く
の
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
は
変

更
の
な
い
限
り
初
回
の
み
と
な
り
ま

す
。

☆
該
当
者
へ
の
通
知

　

払
い
戻
し
の
該
当
者
に
は
、
診
療

月
の
約
２
ヵ
月
後
に
文
書
に
て
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

☆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

認
め
印
、
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

３　

医
療
保
険
の
変
更

　

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
必
ず
お
近
く
の
窓
口
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

☆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

新
し
い
保
険
証
、
認
め
印

１　

入
院
の
と
き

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

　

老
人
医
療
の
入
院
で
は
、
一
部
負

担
金
と
定
額
の
食
事
代
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
つ
い
て
は
、「
老
人
医

療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
負

担
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
入
院
の

際
に
は
、
お
近
く
の
窓
口
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

老人医療受給者の
みなさんへ

７０歳以上の人の自己負担額（月額）
表１

入院及び世帯ごとの限度額外来（個人ごと）

一定以上の所得がある人 44,400 円 80,100 円＋医療費の１％
（４ヵ月目以降）44,400 円

一般の人 12,000 円 44,400 円
低所得Ⅱの人

8,000 円
24,600 円

低所得Ⅰの人 15,000 円
※特定疾病患者は、自己負担額が１ヵ月につき１万円までとなります。
※入院時の食事代や差額ベッド代などは、払い戻しの対象になりません。

平成１７年度　大洲市の老人医療費の状況
　　老人１人当たり年間医療費　　７９万９千円
                                        （愛媛県平均　８１万８千円） 

項　　　　目 件　　数 金　　額

診療費

入　院 8,524 件 39 億 2,478 万円

入院外 143,133 件 26 億 5,213 万円

歯　科 9,632 件 1 億 6,104 万円

調　　　　　　剤 33,764 件 4 億 6,977 万円

訪問看護療養費 141 件 1,149 万円

療養費（ コルセット、
柔道整復、
マッサージ
など）

2,348 件 2,228 万円

合　　計 197,542 件 72 億 4,149 万円

　月平均老人医療受給者数（平成17年度）　9,062人

適 正 な 診 療 を
　人口の高齢化や生活習慣病など慢性的な病気の
増加により、高齢者の医療費が増える傾向にあり
ます。みなさんのちょっとした心がけで医療費の
上昇をおさえることができます。ご協力をお願い
いたします。
①毎日の健康管理に気をつけましょう
②重複受診はやめましょう
③かかりつけ医をもちましょう 
④ 定期的な健康診断で、病気の早期発
見・治療を心がけましょう

申請・問い合わせはお近くの窓口で

○市役所保険環境課老人保険係
　　　　　　　　　　　☎ 24 － 2111（内線 165）
○長浜支所市民福祉課　☎ 52 － 1111（内線  21）
○肱川支所市民福祉課　☎ 34 － 2311（内線 223）
○河辺支所市民福祉課　☎ 39 － 2111（内線 152）

地震発生時の出火防止
　地震は、いつ・どこで起こるか分かりません。
一瞬にして起こる地震に備え、家族そろって地
震対策について話し合い、万が一の行動につい
て考えておきましょう。地震で一番恐ろしいの
は火災です。
　地震が起こったら、あわてず冷静に次の行動
をとりましょう。
　1　地震！　すばやく火の始末を
　2　火が出たらまず消火を
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都市計画案縦覧
　

大
洲
市
で
は
、
都
市
の
健
全
な
発

展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
都
市
計
画
を
決
定
し
、
適
正

な
制
限
の
も
と
に
市
土
の
合
理
的
か

つ
均
衡
あ
る
利
用
促
進
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
大
洲
市
長
浜
町
上
老
松
地

区
に
お
い
て
、
一
級
河
川
肱
川
の
河

道
整
備
を
行
う
「
水
防
災
対
策
特
定

河
川
事
業
」
及
び
主
要
地
方
道
大

洲
・
長
浜
線
の
道
路
改
良
事
業
と
連

携
し
、
良
好
な
住
環
境
の
市
街
地
形

成
と
道
路
・
公
園
等
の
公
共
施
設
を

整
備
す
る
「
長
浜
都
市
計
画
上
老
松

土
地
区
画
整
理
事
業
」
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

当
事
業
の
実
施
に
向
け
て
、
計
画

素
案
に
関
す
る
説
明
会
及
び
意
見
陳

述
会
を
本
年
７
月
28
日
に
開
催
す
る

な
ど
関
係
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
べ
く
諸
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
回
都
市
計
画
決
定
を

行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
都
市
計
画

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
案
の
縦
覧
期
間
満
了
の
日

ま
で
に
大
洲
市
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

　

大
洲
市
長
浜
町
上
老
松
の
一
部

　

３
．
８
ｈ
ａ

縦
覧
期
間

　

10
月
２
日（
月
）〜
10
月
16
日（
月
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

縦
覧
場
所

　

市
役
所
都
市
整
備
課（
本
庁
２
階
）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
都
市
整
備
課

　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

　

市
役
所
治
水
第
一
課

　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

　

８
月
７
日
、
大
洲
市
役
所
で
大
洲

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

検
討
委
員
会
（
第
２
回
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
い
て
、
20
年
後
の
大
洲
市
の
将

来
像
と
そ
の
実
現
方
策
を
ま
と
め
て

い
く
も
の
で
、
委
員
会
は
学
識
経
験

者
、
市
民
代
表
、
国
・
県
・
市
の
職

員
な
ど
13
人
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、

①
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

②
ま
ち
の
将
来
像

③
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

と
い
っ
た
三
つ
の
事
項
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

委
員
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

①
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

②
快
適
性
・
利
便
性
の
ま
ち
づ
く
り

③
個
性
・
魅
力
の
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
大
き
な
三
つ
の
課
題
が
設

定
さ
れ
、
中
で
も
、
①
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
大
洲
市
の
基
本

課
題
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
年
後
・
20
年
後
の
将
来

人
口
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
現
実
的

な
目
標
人
口
の
設
定
を
望
む
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、

現
在
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
大

洲
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
い
た
将
来

人
口
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
人
事
異
動
に
よ
っ
て
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
就
任
さ
れ
た
委
員

の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
※
（　

）
内
は
、
職
名
】

　

①
水
野
良
介
委
員

　
　
（ 

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
大
洲

土
木
事
務
所
長
）

　

②
城
戸
良
一
委
員

　
　
（
大
洲
市
建
設
農
林
部
長
）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
都
市
整
備
課

　

☎
㉔
２
１
１
１

　
（
内
線
２
４
４
・
２
４
５
）

長
浜
都
市
計
画
上
老
松
土
地
区
画

整
理
事
業
の
都
市
計
画
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す

農地パトロール実施中
　農業委員会では、遊休農地の把握と解消、
農地の無断転用防止を図るため、農地パト
ロールを実施しています。
　農業委員が農地と隣接地に立ち入ること
がありますので、ご理解とご協力をお願い
します。

〔問い合わせ先〕
　大洲市農業委員会事務局

　☎ 24 － 2111（内線 341）

オータムジャンボ宝くじの賞金は、
１等・前後賞合わせて２億円

　

１等１億 5,000 万円（26 本）・前後賞 2,500 万円
２等 1,000 万円（26 本）・３等 100 万円（260 本）。

　

　この宝くじの収益金は、市町村の明る
い街づくりや環境対策、高齢化対策など
地域住民の福祉向上のために使われます。

発　売　期　間
９月 25 日（月）～ 10 月 13 日（金）
抽選日　10 月 18 日（水）

大
洲
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
検
討
委
員
会
（
第
二
回
）
開
催

活発な意見交換が行われた第２回委員会
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ながはま赤橋夏まつり
　

午
前
中
、
長
浜
ふ
れ
あ
い
会
館
で

は
、
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句

大
会
が
開
か
れ
、
俳
句
愛
好
者
ら
65

人
が
思
い
思
い
の
句
を
詠
み
、
出
来

栄
え
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
赤
橋
広
場
で
は
、
９
チ
ー
ム

が
参
加
し
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
、
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
中
、
選
手
ら
は
元
気
に
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
て
い
た
ほ
か
、
近
く
の

波
打
ち
際
で
は
水
着
撮
影
会
も
行
わ

れ
、
約
１
０
０
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ

メ
ラ
マ
ン
が
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

き
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
浜
港
近
く
の
環
境
緑
地
で
は
、

全
国
か
ら
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ト
ソ
ン

愛
好
家
が
集
結
。
手
に
汗
に
ぎ
る

レ
ー
ス
な
ど
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
川
風
が
吹
き
抜
け
る

夕
暮
れ
か
ら
は
、
赤
橋
広
場
特
設
ス

テ
ー
ジ
に
て
、
地
元
長
浜
中
学
校
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
に
よ
る
演
奏
の
ほ

か
、
長
浜
高
校
生
徒
に
よ
る
ソ
ー
ラ

ン
踊
り
、
ま
た
祇
園
太
鼓
や
沖
縄
民

謡
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
多
く
の
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
赤
橋
上
流
の
台
船
か

ら
約
１
，
５
０
０
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
次
々
と
長
浜
の
夜
空
に

大
輪
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

俳
句
大
会
の
主
な
入
賞
作

品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
敬
称
略
】

【
大
洲
市
長
賞
】

　

魚う
お

売う
り

女め

小こ

鯵あ
じ

お
ま
け
と
ふ
た
摑つ
か

み

　
　
　

大
洲
市
白
滝　

願
成
寺  

昇

【
愛
媛
新
聞
社
賞
】

　

梅う
め

干ほ

し
て
戦い
く
さな
き
空そ
ら

仰あ
お

ぎ
け
り

　

宇
和
島
市
吉
田
町　

高
崎　

清
江

【
大
洲
市
議
会
議
長
賞
】

　

生
涯
を
土
に
明
け
暮
れ
田た

草く
さ

取と

る

　
　
　
　

八
幡
浜
市　

前
田　

一
夘

【
大
洲
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】

　

敢あ

え
て
子
に
食
べ
た
ふ
り
し
て
敗は
い

戦せ
ん

日び

　
　
　
　
　

内
子
町　

宍
田　

柳
子

【
大
洲
市
文
化
協
会
長
浜
支
部
長
賞
】

　

裏
口
へ
ま
わ
り
て
も
留る

す守
青あ
お

蛙が
え
る

　
　
　
　

八
幡
浜
市　

二
宮　

節
子

【
長
浜
町
観
光
協
会
長
賞
】

　

父
の
日
や
古
き
ハ
ガ
キ
の
う
ら
お

も
て

　
　
　

大
洲
市
長
浜　

菅
野　

里
子

【
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大

会
実
行
委
員
会
長
賞
】

　

言
い
か
け
の
言
葉
飲
み
込
む

団う
ち
わ
か
ぜ

扇
風

　
　
　

大
洲
市
長
浜　

林
田　

美
貴

10
月
は
「
土
地
月
間
」

土
地
価
格
の
目
安
と

な
る
地
価
公
示

　

地
価
公
示
と
は
、
売
買
時
の
目
安

と
す
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
内
で

標
準
的
な
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る

土
地
（
標
準
地
）
を
選
び
、
そ
の
土

地
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定

士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
国
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
用
用
地
な

ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ
、
適

正
な
地
価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。土
地
の
条
件（
形

状
、
道
路
、
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下

水
道
な
ど
）
を
標
準
地
と
比
較
す
れ

ば
、
知
り
た
い
土
地
の
お
お
よ
そ
の

価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

　

県
内
の
地
価
公
示
関
係
書
面
（
標

準
地
の
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど
）

は
市
役
所
企
画
調
整
課
に
す
べ
て
あ

り
、誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

次
の
事
例
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
必
ず
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
土
地

◆
監
視
区
域

　

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
（
大
洲
市
内

は
該
当
な
し
）

◆
そ
の
他
の
区
域

　

Ａ　

市
街
化
区
域

　
　
　

２
千
平
方
㍍
以
上
の
土
地

　
　
（
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
）

　

Ｂ　

Ａ
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　
　
　

５
千
平
方
㍍
以
上
の
土
地

　

Ｃ　

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　

１
万
平
方
㍍
以
上
の
土
地

※ 

届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
企
画
調
整
課

　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
２
５
）

　

８
月
５
日
（
土
）、
長
浜
赤
橋
広
場
を
中
心
に
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催

土
地
取
引
の
届
出
を

忘
れ
ず
に
！ 



11

 広報　　　　　－おおず－ 2006　10 月号

愛媛マンダリンパイレーツ公式戦
　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
住
民
や

地
域
間
の
交
流
促
進
を
図
り
地
域
振

興
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
大
洲
市
で

初
め
て
８
月
12
日
（
土
）、13
日
（
日
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
八
幡
浜
・
大

洲
地
区
運
動
公
園
野
球
場
で
、
四
国

ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
の
愛
媛
マ
ン
ダ

リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
（
Ｍ
Ｐ
）
と
高
知

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス（
Ｆ
Ｄ
）

の
公
式
２
連
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
約
７
３
０
人
も
の
市
民

や
野
球
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
、
首
藤

馨
大
洲
市
助
役
の
始
球
式
で
開
幕
、

１
回
裏
に
愛
媛
Ｍ
Ｐ
が
２
点
を
先
制

し
た
も
の
の
互
い
に
得
点
し
、
白
熱

し
た
試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

球
場
内
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、

華
麗
な
プ
ロ
の
技
を
間
近
に
見
て
も

ら
お
う
と
、
１
塁
側
フ
ァ
ー
ル
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
ネ
ッ
ト
で
囲
ん
だ
特
別
観

戦
席
も
設
置
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
中

学
生
ら
は
、
選
手
の
一
挙
手
一
投
足

に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
た

ほ
か
、
球
場
周
辺
で
は
、
各
種
団
体

に
よ
る
企
画
テ
ン
ト
を
設
置
、
特
産

品
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

５
回
終
了
時
に
は
、
う
飼
い
乗
船
券

や
食
事
券
な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み

抽
選
会
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
13
日
に
は
、
市
内
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
97
人
の
小
学
生
が

参
加
し
て
、「
愛
媛
Ｍ
Ｐ
野
球
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
四
国
ア
イ

ラ
ン
ド
リ
ー
グ
」
石
毛
宏
典
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
か
ら
約
１
時
間
に
わ
た

り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
基
本
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

試
合
結
果
は
、
初
日
が
５
対
５
の

引
き
分
け
、
２
日
目
が
６
対
２
で
の

敗
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
観
客
ら
は

迫
力
あ
る
プ
ロ
の
試
合
に
感
激
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

初
日
の
試
合
終
了
後
に
は
、
愛
媛

Ｍ
Ｐ
の
選
手
全
員
が
、
天
守
閣
復
元

３
年
目
を
迎
え
る
大
洲
お
城
ま
つ
り

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
ち
ま
き

に
参
加
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
振
興
を

　

県
内
は
も
と
よ
り
県
外
か
ら
の

チ
ー
ム
を
含
む
54
チ
ー
ム
、
５
４
０

人
が
参
加
。炎
天
下
の
な
か
、１
チ
ー

ム
10
人
（
こ
ぎ
手
８
人
、
舵
取
り
１

人
、
伴
奏
１
人
）
が
龍
を
か
た
ど
っ

た
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、

往
復
４
５
０
ｍ
の
コ
ー
ス
で
タ
イ
ム

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
２

回
ず
つ
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー

ス
（
予
選
）
を
行
い
、
良
い
ほ
う
の

記
録
で
上
位
チ
ー
ム
を
決
定
し
、
決

勝
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
そ
ろ
い
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い

呼
吸
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
チ
ー
ム
や

こ
ぎ
手
同
士
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ

な
い
チ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た

が
、参
加
者
ら
は
、ゴ
ー
ル
に
向
か
っ

て
力
の
限
り
こ
い
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

優　

勝　

怒
濤
会
（
松
山
市
）

準
優
勝　

に
い
し
お
Ａ
（
伊
予
市
）

第
３
位　
大
洲
森
林
組
合
森
林
警
備
隊

　
　
　
　
（
大
洲
市
）

第
４
位　
予
子
林
オ
ー
ル
ド
の
子
分
達

　
　
　
　
（
大
洲
市
）

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
公
式
２
連
戦
開
催

～湖面の熱い戦い～

　今年で 11 回目を迎えるドラゴンボート大会（大
洲市・同実行委員会主催）が、８月６日（日）、鹿野
川湖漕艇場で開催されました。

第 11 回ドラゴンボート大会開催




